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Rectined Proton Grotthuss Conduction Across a Long Water‐Wire in the Test
















































【結果及び考察】           ′
pTBチャネルの単一チャネル電流を広い膜電位・水素イオン濃度範囲で測定し、細孔
内に一列に並ぶ水分子上を水素イオンが流れることを明らかにした。水素イオンの流れ
は上方から他方への流れ とその反対の流れでその速 さが異なることを発見 した。これ
を整流性 と呼ぶ。グロッタス機構が発見されて以来、向きによつて流れる速 さが異な
ることは誰も想像 したことがなく、世界で初めての発見であつた。この整流性が細孔の
内部にある一本鎖の水分子で起こつていることを明らかにした。すなわち水分子一本鎖
を流れる水素イオンに整流性があることを証明したのである。この結果をイオン透過モ
デルで解析することにより、チャネルの中に並んでいる約 10個の水分子が、水素イオ
ン透過過程の中で反転す る過程が整流性を引き起こす原因であることを明らかにし
た。 さらに水分子が反転する過程で向きによつて安定性が異なることによる分子機構
を提案 した。
【結論】
チャネル内の一本鎖の水分子の列の中をどのように水素イオンが流れるかpTBを用
い検討した。その結果、水素イオンの流れる向きによつて速さが異なることを我々は発
見した。この発見により、あらゆる水素イオンチャネルの機能への理解が深まり、水素
イオンチャネルをターゲットとしたチャネル病の原因やそれに姑する薬物の開発に応
用できる可能性が見えた。
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